
世界のいろいろな国を旅してきた。行き先は観光地的な
ところは皆無に近く、むしろあまりヒトのいかない辺境地
といわれるようなところが多かった。その中には二カ月以
上も費やして長距離を移動していくモロに探検隊そのもの
の旅も多かった。
どんなところを移動するのでも「いかにその日の食べ物

にありつけ、いかに安定した排泄をしていくか」という人間
の基礎的条件が最大の課題になることが多かった。
そういう旅で体験的に感じるようになったのは、日本の

トイレ事情は世界一だな、ということだった。
ひとつにはおしなべて「衛生的」である、ということ。

そしてもうひとつは「精神的に安堵できる」ということだ
った。
たとえば対極的な例として中国のトイレをあげておこ

う。何度も行っている国だが、日本人の感覚的常識は簡単
にくつがえされる。

する。場所や時間などによってどんな危険な生物に遭遇す
るかわからない、という不安がつきまとう。
メコン川をずっと下ったときは川や沼が排泄場所だっ
た。またそこが日常生活の取水の場所であったりする。自
然界と人間が病原菌や寄生虫の連鎖にさらされていたり
するのだ。思いだすままに書いていったら本当にキリがな
い。危険への注意がまさり、羞恥心などはとうに消えてし
まっているエリアなどもあり、ワイルドな旅を重ねていると
「人間の根源的な強さ」のようなものを知らず知らずのうち
に体得していたりするのだ。
そうして次第に確信していったのは、日本のトイレ事情
は世界に冠たる水準にあるな、という体験的結論だった。
日本が世界に誇れるのは「水と夜とトイレ」の三つだ、とぼ
くは思っている（水と夜についてはちょっと長い説明がい
るから省く）。
日本のトイレの優れているところを要約していく。

この国は世界でもめずらしい「開放便所」が基本だから
だ。大便をするところが個室ではない。今はだいぶ近代化
されてきたが、田舎のほうにいくとまだ沢山存在している
それは、隣とのしきりもなければドアもない。要するに完
全にムキダシのまま大便をするようになっているのだ。し
かもため込み式のところだとその臭気たるや呼吸するの
が苦痛になるほどだ。
ちいさな村などでは公衆便所（公厠）の数が少なく、ム
キダシで排泄しているヒトの前に行列ができていたりす
る。タクラマカン砂漠探検のときのオアシスの村などがそ
うだった。慣れるまでは「人間の条件」などという、たいそ
うなことまで頭に浮かべてしまったものだ。
インドやロシアなど国のスケールが大きくて沢山の人が
いる国のトイレはその不潔さにおいて似たようなものだっ
た。発展途上の小国やアフリカなどは、トイレそのものが
なかったりする。みんなそこらの草むらや林のなかで始末

まず一番に言えることは清潔である、ということ。商業
施設や駅や空港などに代表される必要不可欠な基本的に
サービス機能をもつトイレから、町中や公園の公衆便所に
いたるまで、定期的に清掃消毒されていてきれいである。
ドアや便器や水洗システムなどが故障したりするとすぐに
修理される。
トイレットペーパーなどの備品が備えつけられ、きちん
と補充されるところが多い。世界のトイレ事情からみると
これは「奇跡」に近いといってよいだろう。
さらに「安全」という面も世界一といっていいだろう。欧
米の先進国のトイレもかなりきれいに管理されてきている
が、場所によってはさまざまな犯罪の温床になっている場
合も多く、アメリカのあるエリアなどは警官でさえ近づか
ないデンジャラス・トイレが存在する。日本のトイレは利用
する人のマナーも概ね良好、ということも付け加えておく
必要があるだろう。

中国・敦煌（写真：平田潔）
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